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山田学区（1月31日現在）

ついに鉄骨が組み上がり､カタチに！新センター誕生まであと少し！

新山田まちづくりセンターの新築工事は、天候にも恵まれ順調に進んでいます。

年明けから、鉄骨の組立作業が始まりました。完成予定は、順調に推移すれば６月末が見込まれています。

ハード面と併せて秋のオープンに向け、まちづくり協議会では、開設準備委員会を昨年の秋に立ち上げ、3

つのグループ(移転準備グループ・式典等準備グループ・新センター運用グループ)にわかれてオープンに向

けての準備を粛々と進めています。

令和８年４月１日以降の使用分から貸館使用料が変わります！

1月14日、東京都文京区にて開催された、全国交通安全協

会主催の「第66回交通安全国民運動中央大会」に於いて、

当学区の草津栗東交通安全協会山田支部の中島清明氏が、交

通栄誉賞「緑十字銀賞」を受賞されました。

また、奥様の弘子様には、多年にわたる交通安全へのご理解

とご協力の賜として「感謝状」が贈られました。

当日の、秋篠宮皇嗣殿下のおことばと、来賓の高市内閣総理

大臣や、楠芳伸警察庁長官等のご挨拶を受け、中島氏は「今

後も交通事故防止、特に子供達の事故防止に向けた活動を地

道に続けます」と、決意を新たにされておられます。

私たちの安全な暮らしは、中島様ご夫妻のような地域に根ざ

したたゆまぬ努力に支えられています。この度の受章、心よ

りお祝い申し上げます。

【輝く栄誉】

地域の安全を守り続けて
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使用料は、施設の維持管理経費に基づいて決めています。近年、光熱費等の経費が上昇していることから変更する

ものです。何卒、ご理解賜りますようお願い申し上げます。なお、３月３１日以前の申請であっても、使用日が４

月１日以降の場合、新料金となります。 草津市役所 まちづくり協働課



第115号 2026年3月1日号(２)

1月31日「シェフに教わるお料理教室」を開催し10名

の方にご参加いただきました。現役シェフの杉浦龍吾さ

んを講師としてお招きし、ちょっとしたコツ・ヒントや、

質問にも分り易く答えていただき、参加者の皆様はスキ

ルが上がったのではないでしょうか？アンケート結果で

は、全員の方々から杉浦さんのざっくばらんな性格とプ

ロならではの技法を習得できたことで、大変楽しかった

とのお言葉をいただきました。

2月1日、矢倉小学校で開催された

草津市総合防災訓練を見学しました。

訓練が始まると、矢倉学区の皆さん

が小学校へ避難され、対策本部の方

が情報の整理をされていました。運

動場では展示や体験ブースが設置さ

れ、体育館では避難時に使える新聞

紙でのスリッパ作りが行われました。

最後に、滋賀県の防災ヘリがすぐ上

空を飛行したり、はしご車とポンプ

車が連結されて高い位置からの放水

訓練など、大迫力な実演も行われ、

参加者から歓声があがりました。

市内にある3か所のレモンを収

穫させていただきました！レモ

ンは棘があるので恐る恐るでし

たが、一つ収穫するたびに爽や

かなレモンの良い香りがふわっ

と広がって、幸せな時間でした。

市内外から中高生13名が参加し、午前中は野洲市

「いちご園フェリーチェ」で数種類のいちごを食べ比

べ、お腹いっぱい旬の味を堪能した後は、まちセンへ

移動しました。パンランチボックスを囲み、その後は、

人狼ゲームやビンゴで盛り上がり、すっかり仲良くなっ

たところで、最後は、いちごやアイスクリーム、それ

それのトッピングを使ったオリジナルパフェを作りま

した。参加者からは「また参加したい！」「次は自分

も企画側（YCC）に入ってみたい」という声も。美味

しさと笑顔があふれ、自分たちの手で楽しさを生み出

す喜びを感じた最高の休日となりました。

立命館大学 BohNoからのお知らせです！

山田の規格外･余剰野菜を譲ってもらえませんか？

【【【【私私私私たたたたちちちちがががが計計計計画画画画ししししてててていいいいるるるるこここことととと】】】】

1111....農農農農家家家家ささささんんんんにににに学学学学ぶぶぶぶ::::規規規規格格格格外外外外････余余余余剰剰剰剰野野野野菜菜菜菜のののの実実実実情情情情をををを教教教教ええええてててていいいいたたたただだだだくくくく

2222....野野野野菜菜菜菜をををを活活活活かかかかすすすす:::: いいいいたたたただだだだいいいいたたたた野野野野菜菜菜菜をををを食食食食材材材材にににに生生生生ままままれれれれ変変変変わわわわららららせせせせるるるる

3333....地地地地域域域域ををををつつつつななななぐぐぐぐ::::山山山山田田田田のののの子子子子どどどどももももたたたたちちちちとととと一一一一緒緒緒緒にににに調調調調理理理理しししし、、、、地地地地域域域域のののの方方方方

々々々々にににに食食食食べべべべてててていいいいたたたただだだだくくくく

「形が不揃いでも、山田の野菜はこんなにおいしい！」そん

なメッセージを発信していきたいです。「話を聞いてもいい

よ」「こんな野菜があるよ」という方がいらっしゃいました

ら、ぜひご協力いただきたいです。
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あいさつ運動啓発作品 ＜青少年健全育成山田学区民会議＞

学区民会議では、人と人とのつながりを深め、子ども達がのびのび育つ運動の一環として、家庭・学校・地域における

「あいさつ運動」に取組んでいます。応募数345点の中から、上の作品が表彰されました。優秀作品は、山田小学校と山

田まちづくりセンターに掲示しています。

山山山山田田田田ままままちちちちづづづづくくくくりりりりセセセセンンンンタタタターーーー講座

1月28日、山田学区同和教育推進協議会の総括研修会

と第２回人権講座をさせていただきました。総括研修会

では、すべての町内会で町別懇談会を行っていただき、

ありがとうございました。今年は出屋敷町がモデル地区

として発表してくださいました。年代別に「人権の考え

方が微妙に違う」ことは、興味深い内容でした。人権講

座では、腹話術の奥井先生をお迎えいたしました。SO

Sミニレターでは、子どもたちのナイーブな悩みに、子

どもたちを否定することなく、悩みを受け入れ、少しで

も前向きになれるようにアドバイスされてました。腹話

術では、参加されていた方々がニコニコされて見ておら

れ、また、機会があれば多くの方々にも見て頂きたいと

思いました。

12月24日、小松清子先生の親切丁寧なご指導によりお

正月用アレンジメントフラワー教室を参加者12名で開

催しました。お正月ならではの松・千両・葉牡丹等の他

にシンピジュームも入り想像以上に豪華な作品となりま

した。素敵な癒し空間を皆様と共有できました。

健康推進委員連絡協議会山田学区

1月29日、第2回目の食育講座開催を、郷土に伝わる、

わかさぎ（今回はモロコ）や、カブを使ったお講汁を作

りました。講座の前に、生活習慣病予防わかっていただ

こうと、寸劇を見ていただきました。最初は、焼きわか

さぎの南蛮漬けを予定していましたが、突如手に入らず、

ホンモロコを使用し南蛮漬けをつくることになりました。

また、地場の小松菜を使いナッツとのニンニク炒めナッ

ツとニンニクがよく合い匂いを感じさせない1品になりま

した。お講汁はカブのみそ汁で懐かしい味でした。

園・小・中学校の予定

最優秀賞

松原中学校1年生

中村 紗雪 さん

優秀賞

松原中学校1年生

尾﨑 瑠愛 さん

優秀賞

松原中学校1年生

木村 惇 さん

優秀賞

山田小学校5年生

中村 心乃 さん

フフフフララララワワワワーーーーアアアアレレレレンンンンジジジジメメメメンンンントトトト教教教教室室室室
同和教育推進協議会
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令和7年12月～令和8年1月にかけてセンター利用者を対象に利用頻度や利用目的などについてアンケートを実施し、

紙のアンケートでは53名、LINEアンケートでは73名、合計126名の方から回答をいただきました。結果をもとに、

利用者の皆さまの視点に立った、より良い「サービスの提供」「施設の運営」に務めます。

LINEアンケートの結果

QRコードはコチラ →

山田まちづくりセンター利用者アンケート

自由記述アンケート

Q1. 広報関係（通信、HP、LINE）について意見をご自由にお聞かせください

・興味のある分野だけの通知ができるとよいと思いました

・タイムリーで活動内容がよく分かる

・各町内ので行事や小中学校の様子も分かり良かった

・山田のことがよく分かります。とても活発に展開されていて他学区の方に自慢出来ます

・学区内の事が良くわかり有り難いです 又興味深い行事には参加している

Q2. その他、ご意見等ありましたら自由にご記入ください

・初級のパソコン講座やスマホ講座をお願いします。

・脳活講習会をしてほしい（できれば運動を伴うもの）

・スタッフの皆さん、丁寧に対応してくださって嬉しいです！

・いつもお世話になり、ありがとうございます。親しくお声かけしていただけるのでとても嬉しく感謝しています

・山田学区活性化のために、情報提供や各種研修会等の企画、大変かと思いますがどうかよろしくお願いします

・新センター楽しみ楽しみ


